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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

X
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

長
崎
県
で
は
９
月
１
８
日
、

定
点
医
療
機
関
あ
た
り
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
報
告

数
が
流
行
開
始
の
目
安
と
し

て
い
る
１
人
を
上
回
っ
た
こ

と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
期
に
入
っ
た
と
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
よ
り

一
か
月
早
い
流
行
と
な
り
、

佐
世
保
市
で
は
先
週
、
注
意

報
発
令
基
準
手
前
ま
で
患
者

数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

手
洗
い
や
う
が
い
、
マ
ス

ク
の
着
用
な
ど
基
本
的
な
感

染
対
策
を
行
い
、
感
染
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 

６
日
ユ
ニ
オ
ン
長
中
局
支

部
は
長
中
局
に
対
し
て
、
２

６
項
目
か
ら
な
る
「
２
０
２

５
年
度
年
末
始
繁
忙
要
求

書
」
を
提
出
、
交
渉
を
開
始

し
ま
し
た
。 

今
年
度
も
年
賀
は
が
き
の

減
少
が
見
込
ま
れ
、
ゆ
う
パ

ケ
ッ
ト
増
加
分
を
加
味
し
て

も
、
年
末
年
始
の
業
務
運
行

は
以
前
ほ
ど
ひ
っ
迫
す
る
こ

と
は
な
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

一
方
、
９
月
の
２
パ
ス
区

分
の
大
村
局
へ
の
移
管
に
よ

り
、
郵
便
部
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
の
雇
用
や
集
配
部
へ
の
交

付
計
画
に
変
更
が
あ
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。 

年
繁
の
業
務
運
行
を
確
保

し
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
公
平

に
提
供
す
る
た
め
に
は
、
必

要
な
要
員
の
確
保
、
労
働
安

全
の
徹
底
な
ど
が
必
要
で
す
。 

 

支
部
は
業
務
に
携
わ
る
社

員
の
労
働
環
境
の
向
上
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
毎
年

年
末
始
繁
忙
要
求
書
を
提
出

し
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
長
中
局
か
ら
２
５

年
度
年
繁
対
策
の
説
明
を
受

け
、
各
種
取
扱
数
を
基
に
し

た
要
員
計
画
な
ど
を
精
査
し
、

不
備
の
無
い
よ
う
に
対
策
を

求
め
て
い
き
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
昨
年
の
年
繁
を

思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
問

題
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

支
部
に
伝
え
て
く
れ
れ
ば
交

渉
し
改
善
を
求
め
ま
す
。 

長
時
間
労
働
や
超
勤
が
偏

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

的
確
な
指
示
、
感
染
症
予
防

対
策
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
、
１

１
０
Ｃ
Ｃ
バ
イ
ク
の
増
車
な

ど
、
支
部
が
改
善
を
求
め
た

項
目
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 
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`25 年１１月1１日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

文責  支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

２０２５年度年末始繁忙要求書（抜粋） 

 

１．昨年は「年末始繁忙期における業務運行」の業研が班ごとに行われた。このやり方

だと何回も業研説明を行わなければならない課長代理の負担が大きい。また時間を確

保することが難しく必要な説明がなされなかった社員もいた。従来のように管理者に

よる業研を行うこと。 

 

２．昨年は年賀配達を担当する集配部の社員は 7時半出勤となったが、元旦午前中 

配達という縛りもなくなって久しい。担当する社員の勤務開始は８時とすること。 

 

９．超勤時に取得していた１５分の休憩時間が無くなった為、日勤者で３時間以上の超

勤をした際に連続６時間以上勤務についている社員もいた。長時間の連続労働は事故

誘発にもつながる。長中局における休憩・休息についての考え方を明らかにすること。 

 

１３．混合区・ゆうパック担当者が３時間以上の超勤となるケースが見られる。課長に

よる夕方の通配区担当者への応援指示などを的確に行い混合区・ゆうパック担当者に

超勤が偏らないように配慮すること。 

 

１７．昨年に続き今年度も例年より早く９月中旬からインフルエンザ流行期に入った。

また新型コロナウイルス感染症罹患者も散見される。社員にマスクを配布すると共に

消毒液、うがい液、除菌タオルなどを職場に配備すること。 

 

１８．社員自身を守るためにとして「日本郵政グループのカスタマーハラスメントに関

する考え方」が作成されている。その (3)で、お客さまによるその他の迷惑行為・ハ

ラスメント行為の例として「許可のない社員や施設の撮影」「SNS やインターネット

上での誹謗中傷」があげられている。 

長中局でも、郵便窓口などで撮影される場合があっており社員の精神的負担となっ

ている。社員を守るための具体的な対策を講じること。 

 

２４．自動二輪免許取得者が増加する中で１１０ＣＣバイクが足りなくなっている。そ

のため自動二輪免許を保持している社員が原付バイクに乗らなければならないケー

スが増えてきた。積載量の関係で原付バイクでの配達は効率が悪い。１１０ＣＣバイ

クを増車すること。 

 

２５．今年度の二輪車及び軽四輪車の更改情報を明らかにすること。 

 

２６．普通免許で乗れる電動三輪ミニカーを配備すること。 


